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１．展覧会概要 

タイトル：絶滅動物展～未来へつなぐ生きものがたり～ 

実施場所：萩博物館 企画展示室・人と自然の展示室 

実施期間：2025年 7月 19日～同年 9月 21日 

来場者数：24,928人 

展覧会チラシ：図 1参照 

２．事業概要及び目的 

今夏、当館では、絶滅動物及び絶滅危惧動物をテーマとした特別展「絶滅動物展～未

来へつなぐ生きものがたり～」を実施した。本展では日本をはじめ世界の絶滅動物・絶

滅危惧種の標本や模型を約 200種 400点展示したが、テーマの特性上、希少かつ貴重な

資料が多いことから、資料の破損・汚損の恐れがあるハンズオン展示は実施が難しく、

観覧するだけの受動的な学習形態にならざるを得ないという課題があった。そこで、近

年急速な発達を見せる 3D 技術を応用し、動物の絶滅理由を観覧者自身が「見て、触れ

て、動かしながら考える」ことを目的として、ニホンオオカミやニホンカワウソといっ

た絶滅種を含む身近な哺乳類の頭骨レプリカを設置し、それらが稼働する様子をシミュ

レーションした映像を展示会場内に投影した。 

３．実施内容 

（１）頭骨レプリカの作製 

 頭骨レプリカの元となる 3D データは、当業務の委託事業者（以下、A 社）が所持す

る既存データを用いた。当該データにより、3Dプリンターを用いて、絶滅種であるニホ

ンオオカミとニホンカワウソ、および両種と比較するための身近な哺乳類としてイヌ、

ネコ、ツキノワグマ、イノシシ、アナグマ、ニホンジカ、ノウサギの合計 9種類の等倍

頭骨レプリカを製作した（図 2）。素材に硬化プラスチックを使用することで、観覧者の

接触による破損・汚損を防除した。また、各頭骨レプリカの上顎と下顎は、バネではな

く、伸縮力の弱い針金やテグスで固定し、観覧者が容易かつ安全に頭骨の口を開閉でき



る構造とした（図 3）。 

（２）頭骨レプリカの展示及び活用 

これらのレプリカを肉食・植物食・雑食・魚食の 4種類に分類し、当展覧会の「日本

の絶滅動物」コーナーに展示した。展示中は下顎部分を展示台に固定し、観覧者により

上顎を持ち上げるようにして頭骨レプリカの口を開閉できるようにした（図 4）。また、

ニホンオオカミの肉食性が仇となり駆除された経緯や、魚食性のニホンカワウソが漁網

に絡まって溺死した事例を解説パネルで紹介した。 

（３）映像作成および投影 

   本レプリカの元となった 3D データを展示会場制作の委託事業者（以下、B 社）に共

有し、B社によって映像展示が作成された。当初は既存のスマートフォンのアプリケー

ションを活用した 3D データの展開を計画していたが、展示会場における通信状況の問

題が生じたことから、アプリケーションの利用が困難となり、展示会場での映像投影へ

の変更が余儀なくされた。 

映像では、食性の異なる 3種（ニホンオオカミ〈肉食〉、ニホンジカ〈植物食〉、ニホ

ンカワウソ〈魚食〉）を選出し、採餌時の顎の動作をシミュレーションさせた（図 5、6、

7）。また、3Dの特性を活かし、映像内では頭骨が咀嚼する動作を繰り返しながら、360

度回転させた。 

（４）交流スタッフによる学習交流 

   当館には来館者の展示観覧を支援するボランティアスタッフが常駐するが、同スタッ

フを本展示コーナーに配置し、模型の触察を促したり、疑問を投げかけたりするなどの

学習交流の機会を創出した。 

 

４．アンケート結果 

 本展では GoogleフォームによるWEBアンケートを実施し、観覧者数 24,928人に対して

1,422件の回答が得られた。当事業に関連する項目を以下に抜粋する。 

（１）展示のしかけに対する満足度（回答数 1,410件） 

大変満足…65.5％（924件） 

満足…27.8％（392件） 

普通…6.3％（89件） 

やや不満…0.3％（4件） 

不満…0.1％（1件） 

（２）展覧会全体の満足度（回答数 1,393件） 

大変満足…69.6％（969件） 

満足…27.6％（385件） 

普通…2.2％（31件） 

やや不満…0.5％（7件） 



不満…0.1％（1件） 

（３）頭骨レプリカに関連するコメントの抜粋（原文ママ） 

・特に、骨格標本に触れるコーナーが気に入っておりました。 

・頭蓋骨の模型など子どもが飽きずに見る工夫がいたるところにあり、とても楽しく

見られました！！  

・体験展示は今後も取り入れて欲しい。 

・色々な方がおられて、来館者と交流されている姿が微笑ましかったです♪ 

・子どもに丁寧に説明やフォローをして頂き、嬉しかったです♪ありがとうございま

した。 

・とても有意義な時間を過ごせた。子どもにどういった動物がなぜいなくなってしま

ったか、これからどうしたらいいかと勉強することが出来たのもよかったです 

・骨の標本を触れたりして楽しく学べた。レプリカやおもちゃでもいいので、もっと

触って楽しめたり、匂いがあるものがあれば、五感で楽しめ子どもたちに絶滅につ

いて伝わると思う。 

 

５．展覧会後の活用事例 

   本事業で作製された頭骨レプリカは、本展覧会終了後にも、下記の研修会や授業、セ

ミナー等で活用されている。 

 ・教員研修会 

   山口県内の高等学校理科助手を対象とした研修会で、中学校理科の単元「動物の体の

つくりと働き」で活用できる資料として本レプリカを紹介した。 

・市民対象セミナー 

身近な危険生物を紹介するセミナーで、ツキノワグマやイノシシ、シカの頭骨レプリ

カを用いて、キバやツノなどの構造を観察・触察してもらい、咬傷や刺傷被害がどの

ように発生するかを体感しながら学んでもらった。 

 ・高等学校授業 

   探究学習に使うことが出来る博物館資料のひとつとして本レプリカを紹介した。 

 ・中学校授業 

   中学 1年生を対象とした理科授業で本レプリカを使い、餌と歯の形に関係があること

を解説した。 

   

６．成果の総括 

アンケート結果で示されたように、展示のしかけや展覧会全体の満足度は非常に高く、

本助成によって作製したレプリカや映像展示が多くの観覧者の満足度に寄与したことをう

かがい知ることが出来る。また、本レプリカは子供が多少乱暴に扱っても破損しない素材

を採用したことから、心置きなく触察展示を楽しんでもらうことができ（図 8）、特に低年



齢層への訴求効果があったように感じられた。さらに、体験展示を取り入れることで展示

ケース内の展示物にも注目が集まり、ニホンカワウソの剥製と頭骨レプリカを見比べて「魚

ばかり食べたから絶滅しちゃったのかな？」「泳ぎが得意そうな形をしている。」などとい

った親子間の会話が聞かれ、観覧者自身の主体的な学びにも効果があったと考えられる。 

この度、スマートフォンのアプリケーションの活用という当初の計画から変更が生じた

が、3Dデータは汎用性が高く、計画の変更にも柔軟に対応でき、さまざまな使途で活用で

きることも実感できた。近年、博物館資料のデジタル化が急速に進んでいるが、これは単

なるアーカイブ化に留まらず、さまざまな使途での活用が期待できる。当館としても、今

後も当技術を活用し、効果的な博物館活動を展開していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．展覧会メインビジュアル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．作製した頭骨レプリカ。左からニホンオオカミ、イヌ、ネコ、ツキノワグマ、

イノシシ、アナグマ、ニホンジカ、ノウサギ、ニホンカワウソ 

図 3．頭骨レプリカの上顎と下顎の接合部

分。テグスと針金で固定されている。 

図 4．体験風景。観覧者が頭骨レプリカの

上顎を持ち上げ、口を開閉させる。 

図 5．作成した映像（ニホンオオカミ）の

投影の様子 

図 6．作成した映像（ニホンカワウソ）の

投影の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7．作成した映像（ニホンジカ）の投影

の様子 

図 8．たくさんの園児によって模型が触察

される様子 




